
、、

金
揮
官
瞭
志
巷
叶
閥

河
北
郡
小
坂
村
領
之
内
、
往
還
道
東
山
之
方
よ
り
、
挑
燈
火
光
之
様

成
物
‘
跡
々
よ
り
夜
に
入
候
て
出
申
候
。
二
百
聞
ば
か
り
之
聞
に
て

こ
っ
・
三
つ
に
見
ね
申
儀
も
御
座
候
。
何
時
と
申
刻
限
極
不
v
申
候
。

宥
之
頃
又
は
夜
更
候
而
も
与
v
風
向
申
紳
に
御
座
候
底
、
頃
日
金
津
之

者
共
見
付
、
毎
夜
見
物
人
多
御
座
候
に
付
、
御
断
申
上
候
。
以
上
。

小

坂

村

作

兵

衛

賓
永
セ
年
七
月
廿
四
日

源
兵
衛
殿

御
所
村

右
之
遁
御
注
進
申
上
候
に
付
、
上
v
之
申
候
。
以
上
。

御
所
村

源
兵
衛

永

原

櫨

丞

殿

本
保
才
三
郎
殿

右
陰
火
、
貧
永
の
頃
既
に
跡
々
よ
り
出
づ
る
よ
し
記
殺
す
れ
ば
、
夫

よ
り
遥
か
以
前
よ
り
出
づ
る
陰
火
怠
る
事
知
ら
れ
け
り
。
或
は
此
の

陰
火
は
百
坂
の
斬
刑
場
よ
り
出
づ
る
た
ど
い
へ
れ
ど
、
東
方
な
る
山

よ
り
出
づ
る
た
ら
ぽ
然
に
は
あ
ら
じ
。
共
の
火
の
来
隠
は
詳
か
た
ら

す=。
見
安
締
結

或
は
泰
産
枇
と
稀
す
。
俗
に
子
安
観
音
と
呼
ぺ
り
。
此
の
枇
は
大
槌

ま
た
観
音
院
の
下
堂
子
安
堂
と
い
ふ
は
、
今
い
ふ
見
安
紳
枇
に
て
.

此
の
祉
は
従
前
本
地
観
音
の
働
像
を
安
置
せ
し
故
、
今
も
児
安
観
音

と
も
呼
べ
り
。
む
か
し
は
別
賞
持
怠
る
よ
し
い
ひ
体
ふ
れ
ば
‘
卯
辰

観
音
院
の
支
院
に
て
、
民
吉
備
の
居
て
守
越
せ
し
を
.
後
そ
の
別
賞

借
絶
え
て
後
、
卯
辰
山
上
春
日
の
紳
職
高
井
氏
の
粂
勘
祉
と
成

p.

別
賞
備
の
絶
え
た
り
し
後
は
、
彼
の
築
を
出
す
事
も
絶
え
た
る
た
る

ぺ
し
。
扱
此
の
見
安
紳
粧
の
縁
起
等
は
都
て
記
録
類
僻
来
せ
ざ
る
ゆ

ゑ
、
創
立
等
の
来
歴
は
鮮
か
在
ら
・
?
と
い
へ
ど
も
.
日
吉
祉
紳
選
秘

密
記
に
、
江
州
日
吉
榊
枇
末
枇
岩
紳
子
安
一
枇
。
子
孫
長
久
新
v
之
。
子

誕
生
百
一
日
初
枇
参
。
於
v
此
付
a
童
名
-
可
v
凝
=
懇
新
-
御
枇
是
也
。
と

あ
り
。
さ
れ
ば
此
の
金
滞
大
樋
町
た
る
見
安
一
脚
一
位
も
.
子
孫
長
久
安

産
の
事
を
紡
摘
す
る
に
、
必
宇
鍵
験
あ
り
と
い
へ
れ
ば
、
日
吉
の
末

一
位
た
る
岩
一
脚
の
子
安
枇
と
同
意
の
紳
枇
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
又
能

登
園
初
咋
郡
生
紳
村
に
も
、
見
安
明
紳
と
て
榊
異
茜
い
ち
じ
る
き
紳

枇
あ
り
。
貸
永
元
年
郡
方
醤
崎
哲
上
艇
に
、
生
紳
村
子
安
大
明
紳
宮

之
前
に
井
戸
有
v
之
。
此
水
懐
胎
の
者
服
用
候
へ
ば
、
必
安
産
仕
与
体

へ
、
方
々
よ
り
水
取
に
会
申
候
。
此
在
所
に
産
前
産
後
に
相
泉
申
者

無
・
之
由
申
僻
候
。
と
あ
り
。
水
野
三
容
の
能
登
園
紳
異
例
に
一
宮
ふ
。

金
滞
古
蹟
志
巻
骨
四

四

町
議
百
六
十
飴
戸
の
産
土
一
脚
に
て
‘
往
昔
よ
り
山
上
春
日
の
紳
職
高

井
氏
の
余
勤
祉
と
す
。
縁
起
・
由
来
書
も
停
来
せ
ざ
る
ゆ
ゑ
に
共
の
来

歴
等
詳
か
な
ら
宇
。
亀
尾
記
に
、
昔
大
樋
の
陶
師
長
左
衛
門
賞
地
居

住
の
初
め
、
賞
紳
祉
を
創
立
せ
し
よ
し
記
載
す
れ
ど
、
奮
記
等
の
徴

詮
あ
る
か
発
束
た
し
。
明
治
五
年
十
一
月
村
批
に
列
せ
ら
れ
、
紳
職

一

の
紳
勤
方
を
定
め
ら
れ
た
り
。

。

。
見
安
註
来
歴

徴
陽
雨
公
選
事
に
云
ふ
。
後
藤
顕
乗
方
に
、
産
後
額
に
附
く
る
無
双

の
妙
薬
あ
る
よ
し
陽
庚
公
開
召
し
、
金
灘
に
流
布
す
る
や
う
に
被
v
成

度
由
仰
あ
り
。
頴
乗
、
家
の
秘
薬
た
る
に
付
、
御
相
停
奉
a
申
上
-
と
も
、

何
卒
庚
く
は
被
a
成
下
-
間
敷
皆
言
上
す
。
陽
庚
公
共
段
被
昌
聞
召
一
緒

人
の
錆
を
思
召
し
て
の
事
也
。
然
る
時
は
御
僻
受
に
不
v
及
由
被
=
仰

出
-
底
、
頴
乗
承
り
、
至
極
御
方
の
儀
、
此
上
は
可
v
奉
a
相
停
-
回
日
言
上

す
。
依
り
て
津
田
弐
郎
右
衛
門
へ
僻
受
方
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
然
底
共

後
衣
郎
右
衛
門
ま
で
に
て
は
穏
便
に
思
召
さ
れ
け
る
問
・
観
音
院
の

下
堂
子
安
別
賞
に
務
へ
可
v
申
皆
御
意
に
て
‘
則
次
郎
宿
街
門
彼
別

賞
へ
相
僻
し
、
今
以
子
安
堂
よ
り
此
楽
を
出
す
。
と
あ
り
。
按
宇
る

に
‘
右
後
藤
頴
乗
よ
り
奉
a
相
停
-
と
あ
る
は
‘
寛
永
年
中
な
る
べ
し
。

mm
咋
郡
踊
浦
の
湊
と
宮
来
の
腐
と
の
聞
に
、
生
一
柳
村
と
去
ひ
て
僅
か

・
な
る
漁
村
あ
り
。
産
榊
は
児
安
大
明
一
仰
と
稽
し
奉
り
て
、
盟
玉
姫
命

・
及
り
。
此
枇
殿
の
傍
に
、
渡
り
一
尺
許
な
る
丸
き
岩
井
の
清
水
あ
り
。

と
を
産
水
と
い
ふ
。
ま
た
岩
井
の
あ
た
り
せ
き
ま
で
、
と
L
た
く
の

さ
ど
れ
石
あ
り
。
と
を
産
石
と
い
ふ
。
懐
妊
と
先
ゆ
る
よ
り
出
産
に

至
る
ま
で
、
彼
水
を
と
た
た
の
水
に
少
し
づ
L
指
加
へ
常
に
容
む
事

也
。
又
か
の
石
を
腹
帯
に
く
け
と
み
て
帯
ぷ
る
也
。
新
く
す
れ
ば
子

を
う
む
事
必
守
安

L
。
さ
て
此
村
の
女

E
も
子
を
う
む
に
.
往
古
よ

り
難
産
の
例
か
つ
て
た
し
。
又
産
屋
を
設
け
4
1
0

腹
帯
を
せ
宇
。
畑

う
つ
も
の
は
畑
う
ち
つ
‘
晶
、
草
か
る
も
の
は
草
苅
り
つ
h

、
野
に
も

山
花
て
も
う
み
て
、
共
安
き
事
あ
や
に
く
す
し
き
紳
術
た
り
け
り
。

星
人
の
侮
言
に
は
‘
む
か
し
判
官
接
経
ぬ
し
の
妾
此
所
に
て
難
産
あ

り
し
に
‘
行
末
産
婦
を
守
ら
ん
と
普
ひ
あ
り
し
に
依
り
て
、
英
霊
を

肥
れ
り
と
い
へ
り
。
と
あ
り
。
平
次
按
宇
る
に
.
右
生
一
脚
村
な
る
子

安
明
一
脚
は
‘
文
政
枇
競
艇
に
、
生
紳
村
銀
座
見
安
枇
、
祭
…
脚
盟
玉
姫

紳
。
と
載
せ
た
れ

E
‘
祭
…
脚
を
盟
玉
姫
紳
と
た
し
た
る
は
、
此
の
枇

競
艇
撰
越
の
時
‘
=
一
ク
園
共
賭
紳
祉
の
祭
神
を
押
嘗
て
た
れ
ば
、
此

の
時
よ
り
の
事
た
ら
ん
か
。
延
菩
式
一
脚
名
艇
に
‘
.
尾
張
図
葉
栗
郡
に

四
三




